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研究成果の概要（和文）：身体動作を表す文の意味解釈は、主動詞の表す動作については産出者

（理解者）の自己の運動感覚を通じて身体運動を模擬することによって解釈され、その文の主

語つまり動作者が誰であるかについては主語名詞句の指示する個体を言語野を経由して処理す

ることによって同定されるという可能性をさぐった。動作動詞が表す身体運動に関与する関節

運動を多世界意味論をもちいて様相論理で表示する意味表示理論を提案し、この妥当性を考察

した。 
 
研究成果の概要（英文）：We developed a meaning representation system in which the 
denotation of each action is expressed as a sequence of sets of motions around joints and is 
represented as a sequence of modal-logical formulae. We also suggested a possibility that 
the non-specificity of the lexical meanings of action verbs in time and location is reducible 
to the sensory-motor memory as their user performs that action physically or only 
neurologically. 
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1.  研究開始当初の背景 
 
以前の科研費助成研究(H15~H18)により、手
話辞書から手話動作を採取し、手話という実
際の人体における部分動作において具体的

に検証した。これをオーストラリアの認知・
言語国際会議で発表した。本報告は J. 
Benjamin 社の論文集に再録された。その内容
の概略は次のようである。 
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(i) 存在移動命題の認知的基盤を語彙意味論
の観点から検証し、本枠組みの認知（言
語）理論的な妥当性を示した。 

(ii) 語彙意味論の枠組みにより特定の運動
動詞の意味を記述する場合に、その概念
構造(CS)と空間構造に空間上の軌跡の記
述を要することが指摘されている。本枠
組みの様相評価式がそのなかの概念構造
(SS)の代替を果たすことを指摘し、それ
らの認知的な整合性を示した。 

 
さらに、東北大学２１世紀ＣＯＥプログラム、
「言語認知総合科学戦略研究教育拠点」で講
演しており、研究の方向性について支持され
た。 
 
２.  研究の目的 
 
言語意味の理解機構を運動認知の側面から
解明するための準備研究として、動作動詞の
意味認知には、それの表す動作の運動論的な
理解我必要であるという可能性を探った。つ
まり、動作動詞の意味をヒトが何故理解でき
るかというと、それは自分でその運動を感覚
的に模擬することがある程度できる（実行が
完全にできるかどうかは別として）ためであ
るという発想に基づく。 
 
３．研究の方法 
 
動作動詞の意味をその外延である行為を構
成する動作に分解し、これらの動作を関節毎
の動きの有無、動きの方向の二つのパラメー
タで表し、回転式として定義した。回転式を
モデルとみたて、これに関して運動存在式を
評価する事で様相存在式をえる。これらの並
列式の連鎖を用いて各行為を表示し、当該の
行為動詞の意味表示とした。 
 動作動詞の意味表示としての様相論理式
の認知的な基礎付けを探求する。歩行模型の
動作によってこれまでの手法を検証し、模型
ロボットによる実験的意味論の可能性を探
る。 
 
４．研究成果 
 
成果１：「語彙的意味論への様相表意味表示
の組み込み可能性（論文 1）」 
 冒頭で導入した様相運動分析の手法を動
詞 kick の表す動作に適用し、その外延的意
味の表示を試みた。関節間の運動伝達を認知
的な枠組みに組み込むため、得られた意味表
示を Jackendoff の語彙概念意味論における
動詞意味表示の該当部分に組み込む妥当性
を吟味した。「身体動作をスケルトン上の各
関節の回転状態を記述する表示（回転式）で
記述し、このモデル上で、関節によって動か

された関節あるいは端点の動きを示す運動
存在式の様相性を評価する。評価により得ら
れた様相存在式群を、当該動作動詞の指示物
から抽出された意味情報、つまり一種の意味
表示であるとみなす仮説を構築している。」  
 このような前提をもとに、存在移動命題の
認知的基盤を語彙意味論からさぐり、この枠
組みが認知（言語）理論の見地からも妥当で
あることを示した。 
 本研究は主に視覚で捉えた対象物が意味
表示内容の決定的な基盤となっている点に
おいて認知科学的であり、この意味で、認知
的な言語諸理論とこの枠組みとの適合性を
さぐることは興味深い。 
 語彙意味論の枠組みにより特定の運動動
詞の意味を記述する際には、その概念構造
(CS)と空間構造(SS)に空間上の軌跡の記述
を必要とする。そこに本枠組みの評価式を当
てはめることを試み、様相評価式がその概念
構造(SS)の代替を果たすことを指摘して、そ
れらの認知的な整合性を示した。 
 上記の運動伝達の様相構造が、語彙概念意
味論の動詞意味定義に用いる概念構造の一
部の記述に充当するか否かを検討した結果、
当該動詞の概念構造にある事象(event)部を
修飾するＢＹ節(BY-clause)のなかの局部経
路(local path)に属すると仮定すると、矛盾
のない動詞意味記述がえられることが明ら
かとなった。 

 
成果２：「全称量化の導入による様相表示の
精密化（論文 3）」 
 これまで分析に使用してきた様相式は存
在量化式のみであり、全称式が利用されてい
なかった。この意味では、完全な様相述語論
論理とは呼べない枠組みで分析を行ってい
た。そこで、接近可能性を再定義することに
より従来の様相論理式評価のフレーム定義
を改め、完全な述語論理式（存在式に加えて
全称量化式をも）を運動式として扱える枠組
みに改版した。関節運動の使役構造が示す様
相性をより精密に捉えるために様相論理フ
レームを量化様相論理に改版した。 
 同時に、各動詞ごとの実際の運動記述にお
いて旧版（存在量化子のみを用いる）よりも、
計算複雑性の増大に見合うだけの記述力が
えられているかを、今後分析例を増やしなが
ら確認する必要がある。 

 
成果３：「意味理解の認知的基盤の探求（論
文 2,4）」 
 
生物学的意味論のキックオフ会議が一昨年
秋ライデン大学で開催された[『生物意味論ワ
ークショップ』]。ここで自説を発表し、肯定
的なコメントを得ることができた。 



 

 

 内容は次の通りである。運動する他者を見
る観察者は、自らは運動しないままで脳の運
動前野において、口、手、足等を司る脳部位
に発火活動があることが発見され、これはミ
ラー・ニューロン系(MN)とよばれている。こ
の脳科学データをモデル解釈に導入する可
能性を形式意味の枠組みで考察した。 
 
(i)論理式の評価は形式的モデルに基づく。 
(ii) 動作動詞の意味解釈モデルを解釈者自体
の身体であると仮定。 
(iii) 更に動詞句内主語説を採用。 
 
すると、言語の脳データに基づいた運動動詞
の意味解釈過程の記述が次のように可能に
なる。文が与えられると、解釈者は主語は不
定のままに保ちつつ、運動動詞部分には自ら
の身体の運動感覚のシミュレーションをも
ちいて、その動詞意味の理解のために運動皮
質も援用する（ＶＰ主語の段階時）。 
 その運動をどの特定個人が行ったかにつ
いては、（主語が繰り上げられ時制を命題を
獲得した段階で、その主語の特定性（が必要
な時には）の個体情報が要求されるので、）
通常の個体の（意味）情報の処理を司る部位
と、それを動詞経由で述語の引数にとり命題
計算を行う際にもちいる通常の言語中枢内
の部位との連携により、意味解釈が行われる
と仮定した。 
 この可能性を数量詞を主語に含む量化文
解釈の場合と比較した。しかし、表面構造主
語が指し示す個体の文意味理解への参入方
法はまだ不明に見えるので、主語解釈に特化
した複数モデルにより得失を比較する必要
性がある 
 
成果４「語用論的意味の認知的基盤の探求
（論文 5）」 
 
ＴＶで使用される例文に着目して、謙譲語
の恩恵授受動詞「~ていただく」、「~させて
いただく」の適正使用のための意味・語用論
的制約を認知的な観点から提案した。後者の
謙譲語は過剰使用を含めながら近年使用が
急激に広まりつつある興味深い例である。 
 前者の動詞を物理的な物の授受を表す「く
れる」を基に埋め込み目的節をとれる構造に
再定義し、後者の動詞の構文は使役動詞「~
させる」が前者の構文全体を（与格名詞句を
伴いながら）目的埋め込み節としてとる形の
統語構造を提案した。 
 これに基づき、後者の謙譲構文「~させて
いただく」の適正使用のための意味・語用論
的制約を提案した。これまで先行研究で縷々
議論されていた説明困難な例文群にこの制
約を適用してその妥当性を検証した。その結
果、この意味・語用論的制約は解釈が成功す

る例文の容認可能性は高く、一方、解釈困難
な例文の容認性は低く予測することができ
た。 
 この制約は、母語話者の「~させていただ
く」構文の意味的使用を適切化するための語
用論的な条件である一方で、依頼の成就を目
指して状況に当事者間の依頼関係を破綻さ
せないよう（つまり、不適切な使用にならぬ
よう）に役割を整えてゆく、極めて認知的な
意味使用である。 
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